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『狭
衣
下
紐
』
の
基
礎
的
背
景

一　
本
稿
の
目
的

『狭
衣
物
語
』
の
注
釈
史
は
、
十
六
世
期
末
に
お
け
る
狭
衣
下
紐
の
出

現
よ
り
始
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
。
下
紐
の
序
文
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

此
下
ひ
も
と
い
ふ
さ
ご
ろ
も
の
抄
は
な
が
ら
の
橋
の
あ
た
り
よ
り
よ

ろ
づ
の
物
が
た
り
を
あ
つ
め
給
へ
る
中
に
も
筆
の
あ
や
ま
り
を
う
つ

し
け
る
ま
ゝ
こ
と
は
り
た
し
か
な
ら
ざ
る
所
ノ
ヽ
を
し
る
す
べ
し
と

あ
り
し
か
ば
吉
本
を
見
る
に
心
も
こ
と
葉
も
わ
き
か
た
く
て
過
ゆ
く

に
賀
茂
の
神
垣
ち
か
き
普
賢
堂
の
僧
衆
に
ち
か
ら
を
合
て
造
営
の
次

ね
は
ん
経
の
箱
の
底
に
下
紐
と
外
題
に
あ
る
双
紙
を
見
る
に
明
神
の

あ
た
へ
給
へ
る
と
懐
中
し
て
か
へ
り
け
り
①
胸
肝
隔
腱
際
ヒ
留
障
ｐ
い

攪
腫
謄
僣
膵
腕
に
世
Ｆ
ほ
ド
ｐ
ｐ
陽
げ
②
卜
医
腫
順
巴
醸
暇
降
Ｆ
ｐ
時
に

鵬
厚
脈
肱
肥
崚
ｒ
に
は
り
康
肺
膵
隈
Ｌ
階
匹
Ю
ド
し
③
係
衛
瞬
腱
腸
睡
睡
殿

あ
そ
ば
し
け
り
つ
れ
ノ
ヽ
の
ま
ぎ
ら
は
し
に
御
覧
あ
ら
ん
人
々
猶
あ

や
ま
り
を
あ
ら
た
め
ら
る
へ
し

天
正
十
八
年
初
冬
に
書
写
の
功
を
は
り
ぬ
沙
弥
半
醒

（１
）

傍
線
部
①
は
、

『源
氏
物
語
』
の
心
を
習
得
し
た
の
で
あ
れ
ば
此
抄

（下

川

崎

　

佐

知

子

紐
）
を
緒
く
必
要
は
な
い
、
と
解
釈
で
き
る
。
作
者
里
村
紹
巴
の

『狭
衣

物
語
』
研
究
が
、

『源
氏
物
語
』
研
究
と
密
接
に
関
わ

っ
て
い
る
こ
と
を

述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
②
、
③
に
は
、
源
氏
研
究
の
大
家
が

『狭
衣
物

語
』
に
い
か
に
対
し
て
き
た
か
が
語
ら
れ
る
。

『源
氏
物
語
』
と
同
様
、

「狭
衣
物
語
』
に
関
し
て
も
講
釈
な
ど
が
さ
か
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
が
、

一
条
兼
良
や
宗
祗
が
扱
わ
な
か

っ
た
た
め
に
廃
れ
て
し
ま

っ
た
と
し
、

「
系
図
」
は
三
条
西
実
隆
作
で
あ
る
と
も
言
う
。

①
、
②
、
③
は
、
い
わ
ば
下
紐
以
前
の

『
狭
衣
物
語
』
研
究
史
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
こ
に
あ
る
よ
う
な
狭
衣
講
釈
の
事
実
は
、
今
の
と
こ
ろ
確
認

で
き
な
い
。
お
そ
ら
く
、

『源
氏
物
語
』
研
究
の
歴
史
を
利
用
し
て
、
作

者
が
作
為
的
に
描
き
出
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
紹
巴
は

『源
氏
物
語
紹
巴

抄
』
を
著
し
、
源
氏
講
釈
も
重
ね
て
き
た
。
そ
の
源
氏
学
者
と
し
て
の
経

験
を
生
か
し
、
自
ら
の
新
し
い
注
釈
書
と
新
し
い
物
語
研
究
に
確
実
な
位

置
を
与
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
実
際
は
ど
う
な
の
で
あ

ろ
う
か
。
下
紐
作
成
に
、
先
行
研
究
の
方
法
が
ど
の
程
度
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
か
に
つ
い
て
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

本
稿
で
は
、
下
紐
の
序
文
で
唯

一
具
体
的
な
書
名
が
示
さ
れ
る

『狭
衣



系
図
』
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
。
こ
の
書
が
下
紐
作
成
に
い
か
に
利
用
さ
れ

た
か
を
探
る
こ
と
で
、
紹
巴
の

『狭
衣
物
語
』
研
究
の
基
礎
と
な
っ
た
背

景
を
照
射
し
た
い
。

一
一　
従
来
の
研
究
か
ら
の
課
題

具
体
的
な
検
討
に
う
つ
る
前
に
、
下
紐
序
文
の

「
系
図
」
が
何
を
さ
す

の
か
を
確
か
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

「
狭
衣
系
図
」
と
称
す
る
場
合
、

二
種
類
が
考
え
ら
れ
る
。　
一
つ
は
、
下
紐
の
序
文
に
続
く

「狭
衣
系
図
」

と
内
題
の
あ
る
部
分
で
あ
り
、
も
う

一
つ
は
、
承
応
三
年
刊

『
狭
衣
物
語
』

付
載
の

『狭
衣
系
図
』
に
み
る
よ
う
な
人
物
系
図
で
あ
る
。
前
者
は
、
物

語
の
時
代
や
主
人
公
の
モ
デ
ル
な
ど
に
つ
い
て
書
か
れ
た
料
簡
に
あ
た
り
、

下
紐
の
諸
本
に
共
通
し
て
付
さ
れ
る
。
後
者
は
、

『
狭
衣
物
語
』
の
登
場

人
物
を
家
系
ご
と
に
系
統
化
し
た
内
容
で
あ
る
。

従
来
の
研
究
で
は
次
の
よ
う
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。

序
文
の
中
に
、

「系
図
は
逍
逢
院
あ
そ
ば
し
け
り
、
」
と
あ
る

「系

図
」
と
は
、
冒
頭
の

「
狭
衣
系
図
」
を
さ
す
の
か
、
第
五
巻
目
の

「
狭
衣
人
物
系
図
」
を
さ
す
の
か
に
つ
い
て
は
異
論
も
あ
る
。
胞
回

亀
医
暉
Ｌ
ほ
い
曜
曙
隧
眺
区
睦
ほ
尾
仄
Ｌ
床
反
厚
氏
辟
嶼
ド
ド
た
し

か
に
、
人
物
系
図
は
、
逍
通
院

（三
条
西
実
隆
、　
一
四
五
五
―
一
五

三
七
）
の

「
源
氏
物
語
系
図
」
と
殆
ど
同

一
形
式
の
も
の
で
あ
る
が
、

に
ｂ
ｌ
「ド
腔
Ｆ
Ｉ‥こ
騰
い
ｋ
ｌ
「係
歯
卜
Ｌ
豚
に
ｋ
い
に
ｂ
ほ
ド
前
階
ｂ

ｌ
「朕
陵
係
図
卜
に
ｂ
』
睦
に
あ
に
憫
腫
ド
♭
る
ド

（２
）

傍
線
部
に
あ
る
よ
う
に
、
池
田
亀
鑑
氏
は
人
物
系
図
を
指
す
と
し
、
筆
者

の
阿
部
秋
生
氏
は
序
文
の
あ
と
の
系
図
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
、
入
江
相

政
氏
は
、
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
る
。

肛
牒
椰
Ｌ
國
鸞
に
つ
隆
艤
眠
じ
め
に
胚
版
匡
ほ
Ｌ
睦

ｂ
昨
睦
ほ
―っ
に
あ
区
ｒ
実
隆
公
記
、
大
永
六
年
六
月
廿
八
日
の
条
に
、

系
図
を
作
つ
た
こ
と
を
意
味
す
る
や
う
な
記
述
が
あ
る
が
、
そ
れ
に

よ
る
と
、
短
時
日
の
間
に
作
成
し
た
も
の
ら
し
く
、
縫
５
睦
斥
降
勝
」

仲
の
係
図
ｂ
膿
度
の
烙
り
に
あ
―っ
に
か
應
脚
れ
は
い
ｒ
こ
れ
は
阿
波

文
庫
に
在
る
、
狭
衣
系
図
を
調
査
す
れ
ば
、
す
ぐ
分
る
こ
と
で
あ
る

が
、
本
稿
に
は
間
に
合
は
な
か
っ
た
。

（３
）

傍
線
部
に

「
下
紐
の
中
の
系
図
」
と
あ
る
の
で
、
阿
部
氏
と
同
じ
解
釈
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
序
文
の

「系
図
」
が
ど
ち
ら
を
指
す

の
か
に
つ
い
て
、
諸
氏
の
見
解
は
様
々
で
あ
り
、
い
ま
だ
論
議
が
尽
く
さ

れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
が
三
条
西
実
隆
作
で
あ
る
か

否
か
に
つ
い
て
も
、
判
然
と
し
な
い
。

本
稿
で
は
、

「系
図
」
と
は
人
物
系
図
で
あ
る
と
仮
定
し
て
論
を
進
め

る
。
そ
の
う
え
で
、
い
ず
れ
が
適
当
で
あ
る
か
、
私
見
を
述
べ
た
い
と
思

う
。

〓
一　
諸
本
の
書
誌

『狭
衣
系
図
』
の
現
存
諸
本
の
簡
略
な
書
誌
を
記
す
。

１
　
東
海
大
学
桃
園
文
庫
Ａ
本

（４
）
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縦

一
七

・
九
八
糎
、
横

一
七

・
六
糎
。
折
本
。
外
題

「
狭
衣
系
図
」

（題
篠
）
。　
一
面
九
～

一
〇
行
書
き
。
墨
付
全

一
九
丁
。

「竹
回
方
印
」

印
。

２
　
慶
応
義
塾
大
学
本

縦
二
〇

。
○
糎
、
横

一
八

・
五
糎
。
列
帖
装
。
外
題

「
左
衣
系
図
」

（題
策
）
。　
一
行

一
四
行
書
き
。
墨
付
全

一
四
丁
。

「
刀
水
書
屋
」

「慶

応
義
塾
図
書
館
」
印
。

３
　
今
治
市
河
野
美
術
館
本

縦

一
九

・
〇
、
横

一
四

・
七
糎
。
折
本
。
外
題

「
さ
こ
ろ
も
け
い
す
」

（題
篠
）
。
内
題

「
狭
衣
系
図
」
。

一
面

一
二
行
書
き
。
墨
付
全

一
五
丁
。

４
　
彰
考
館
本

縦

一
七

・
三
糎
、
横

一
五

。
五
糎
。
外
題

「狭
衣
系
図
」

（題
寮
）
。

内
題

「狭
衣
系
図
」
。　
一
面

一
〇
行
書
き
。
墨
付
全

一
四
丁
。

「彰
考
館
」

印
。
識
語

「右
狭
衣
系
図
以
打
官
氏
本
比
校
朱
書
了
」

（
５
）
。

５
　
国
文
学
研
究
資
料
館
初
雁
文
庫
本

（
６
）

外
題

「
狭
衣
系
図
」
。
内
題

「
狭
衣
系
図
」
。

６
　
陽
明
文
庫
本

（
７
）

縦
二
七

・
〇
糎
、
横
二
〇

・
五
糎
。
仮
綴
。
外
題

「狭
衣
系
図
」

（打

付
外
題
）
。　
一
面

一
四
行
書
き
。
墨
付
全

一
一
丁
。
近
衛
尚
嗣
筆
。

７
　
九
州
大
学
細
川
文
庫
本

縦

一
八

・
〇
糎
、
横

一
四

・
六
糎
。
折
本
。
外
題

「
狭
衣
系
図
伊
勢
物

語
系
図
」

（題
篠
）
。
内
題

「
狭
衣
系
図
」
。　
一
面

一
二
行
書
き
。
墨
付

全

一
八
丁
の
う
ち
、
狭
衣
系
図
は

一
五
丁
。

「九
州
大
学
図
書
」
印
。

８
　
東
海
大
学
桃
園
文
庫
Ｃ
本

（
８
）

縦

一
八

。
一
糎
、
横

一
八

・
四
糎
。
折
本
。
外
題

・
内
題
な
し
。　
一
面

一
〇
行
書
き
。
墨
付
全

一
三
丁
。
表
紙
及
び
本
文
の
後
半
部
分
が
欠
損
。

９
　
天
理
大
学
吉
田
文
庫
本

（９
）

縦

一
七

・
五
糎
、
横

一
六

。
一
糎
。
外
題

「
狭
衣
系
図
」

（題
筆
）
。

内
題
な
し
。　
一
面

一
〇
行
書
き
。
墨
付
全

一
八
丁
。　
コ
ロ
田
文
庫
」
印
。

識
語

「
一
校
了
」
。

１０
　
東
海
大
学
桃
園
文
庫
Ｂ
本

（１０
）

縦

一
七

・
八
糎
、
横

一
五

・
五
糎
。
折
本
。
外
題
な
し
。
内
題

「
狭
衣

系
図
」
。　
一
面
九
～

一
〇
行
書
き
。
墨
付
全

一
八
丁
。
識
語

「
以
或
人
本

令
書
写
了
　
追
可
校
儀
而
己
」
。

Ｈ
　
東
京
大
学
南
葵
文
庫
本

縦
二
七

・
四
糎
、
横

一
九

・
八
糎
。
袋
綴
。
外
題
は

「
狭
衣
系
図
」

（打
付
外
題
）
。
内
題

「
狭
衣
系
図
」
。　
一
面

一
〇
行
書
き
。
墨
付
全
二

一
丁
。

「南
葵
文
庫
」

「陽
春
鷹
記
」

「東
京
帝
国
大
学
図
書
印
」
印
。

以
上
の
写
本
十

一
本
の
ほ
か
に
、
承
応
三

（
一
六
五
四
）
年
、

「狭
衣

物
語
』
、

『
狭
衣
下
紐
』
、

『狭
衣
物
語
目
録
並
年
序
』
と
と
も
に
刊
行

さ
れ
た

『狭
衣
系
図
』

（１２
　
承
応
三
年
刊
本
）
を
加
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
外
題

「
狭
衣
系
図
」
。
内
題

「
狭
衣
系
図
」
。　
一
面

一
一
行
書
き
。

墨
付
全

一
六
丁
。
次
の
よ
う
な
編
者

一
華
堂
切
臨
の
識
語
が
あ
る
。

斯
さ
こ
ろ
も
の
系
譜
は
西
三
條
逍
遥
院
入
道
尭
空
尊
者
の
御
作
云
々

尤
精
撰
な
る
へ
し

こ
の
こ
ろ
他
本
を
あ

つ
ｂ
隣
合
す
る

に
晏
博
書

胃

つ
ち

や
ま
り

に
員
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睦

隊

陰

区

厩

僑

脂

曝

Ｆ

ｋ

歴

匿

隔

躇

ド

除

隆

障

Ｆ

豚

レ
Ａ
医
Ｌ
Ｆ
膨
医
厚
Ｌ
阻
ロ
ド
レ
ｂ
陣
千
時
承
應
甲
午
歳
仲
夏
日
東
京

黄
蔓
山
釈
野
切
臨
豊
誌
之

傍
線
部
か
ら
、
切
臨
が
複
数
の
本
を
校
合
の
上
、
誤
り
を
正
す
な
ど
の
手

を
加
え
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
し
か
に
、
刊
本
の
本
文
に
は
切
臨
に
よ
る

と
思
わ
れ
る
増
補
が
散
見
で
き
る
。
増
補
は
、
概
ね
次
の
二
種
類
に
分
け

る
こ
と
が
で
き
る
。

①
　
人
物
の
略
伝
に
一
華
堂
切
臨
の

「
私
」
説
と
し
て
付
さ
れ
る
も
の

②
　
①
以
外
で
、
略
伝
の
文
中
に
注
記
な
ど
の
形
で
付
さ
れ
る
も
の

①
と
②
の
具
体
的
な
例
を
挙
げ
る
。

一
品
宮
　
御
母
同

嵯
峨
院
皇
太
后
宮
う
せ
給
ひ
Ｌ
斎
隣
岩
り
ゐ
さ
せ
給
ふ
時
賀
茂
に

か
は
り
ゐ
給
ひ
て
斎
院
と
聞
ゆ

巧
ダ
院
か
く
れ
給
ひ
て
後
に
一
品

し
給
ひ
て
さ
衣
の
大
将
の
北
方
に
な
り
給
ふ
よ
し
三
巻
に
見
え
た

り
四
巻
に
か
く
れ
さ
せ
給
ふ

①
私
母
女
院
の
お
は
け
る
卜
条
院
に
駐
給
卜
Ｌ
巻
―‥こ
父
帝
の
か
は

り
に
脚
臆
ぼ
ん
睦
に
麒
臣
腱
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ル
に
ヒ
院
睦
睦
応
――こ
階
は

ｂ
ぼ
ヒ
給
ほ
睦
腸
ｂ
Ｅ
陽
豚
廃
ｂ
時
Ｌ
肝
歳
隆
睦
衣
に
九
陽
腋
に

四
暦
に
に
――こ
ほ
め
て
い
が
に
か
Ｋ
れ
給
卜
り

二
重
傍
線
部
①
は

「
私
」
と
い
う
一月
付
と
と
も
に
示
さ
れ
る
説
で
、
人
物

の
逸
話
な
ど
を
物
語
の
筋
に
基
づ
い
て
補
足
訂
正
す
る
内
容
で
あ
る
。
の

べ
二
十
九
箇
所
に
見
ら
れ
る
。
②
は
簡
潔
な
注
記
で
あ
り
、
多
数
見
出
せ

る
。
こ
の
よ
う
な
増
補
の
あ
る
こ
と
が
承
応
三
年
刊
本
の
特
徴
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
阿
波
文
庫
に
は
、
下
紐
の
昌
程
本
と
と
も
に
伝
わ
る

『狭

衣
系
図
』

一
本
が
存
在
し
た
よ
う
で
あ
る
。

狭
衣
系
図
　
　
系
図
並
に
下
紐
也
　
　
　
　
　
一
一／
合

一

右

一
冊
文
政
十
二
八
作
者
真
跡
本

一
校
以
朱
書
了

但
其
本
序
文
正
之

此
抄
法
橋
昌
程
之
以
写
畢

干
時
正
保
三
歳
小
春
吉
日
書
之
　

（
『
阿
波
文
庫
図
書
目
録
』
）

現
存
す
る
写
本
に
は
、
こ
れ
に
相
当
す
る
伝
本
は
み
あ
た
ら
な
い
。

四
　
諸
本
の
分
類

成
立
事
情
を
反
映
す
る
よ
う
な
奥
書
や
識
語
は
と
く
に
見
出
せ
な
い
の

で
、

『狭
衣
系
図
』
の
伝
本
の
系
統
分
類
は
、
内
容
に
頼
る
よ
り
ほ
か
な

い
で
あ
ろ
う
。
諸
本
の
異
同
は
比
較
的
単
純
だ
が
、
登
場
人
物
の
呼
称
の

変
化
、
各
人
物
の
伝
の
増
補
、
所
載
人
数
の
増
加
は
相
関
関
係
に
あ
る
と

思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
人
物
呼
称
の
出
入
り
に
注
目
し
、
諸
本
の
分
類
を

試
み
る
。

［表
］
は
、

『狭
衣
系
図
』
に
所
載
の
人
物
を
、
系
線
を
考
慮

せ
ず
に
右
か
ら
左
へ
記
載
の
順
に
な
ら
べ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
物
に
番
号
を

付
し
た
も
の
で
あ
る
。
異
同
が
認
め
ら
れ
る
箇
所
は
大
線
で
囲
ん
だ
。

へ
は
４８
致
仕
大
納
言
と
５９
姫
君
に
つ
い
て
で
、
両
者
は
親
子
関
係
に
あ

る
。
桃
園
文
庫
Ａ
本
以
下
、
天
理
大
学
本
ま
で
の
九
本
に
は
こ
の
系
図
が

な
い
。
同
様
に
、
卜
で
は
５９
大
武
乳
母
の
子
の
６０
肥
前
守
、
チ
で
は
９８
右

近
の
君
の
そ
れ
ぞ
れ
が
、
桃
園
文
庫
Ａ
本
以
下
の
九
本
に
は
な
く
、
桃
園
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院

―
条
院

―
条
院

―
条
院

榔
―
条
院

一
条
院

櫛
一
条
院

=条
院

蠅
剰

後
‐
条
院

後
―
条
院

後
=剰

院
作

親
後
=条

院
後
=条

院
缶

鵜
後
=条

院
後
―
条
院

後
=条

院
後
‐
条
院

4
姫

富
女目

1塵雪
鵬

姫
官

朧
朧

姫
宮

朧
鮨

姫
富
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品
宮

一
品
宮

一
品
官
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宮
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品
宮

―
品
宮

―
品
宮
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品
宮

一
品
宮

―
品
宮

―
品
宮

―
品
富

前
斎
富

７一８一９一‐０一Ｈ

さ
か
の
ゐ
ん

蝦
鴨

蠅
聯

職
蠅

糊
鵬

鋤
職

翻

と
う
く
う

春
宮

春
宮

春
宮

春
宮

春
富

春
富

春
宮

春
宮

春
宮

春
宮

春
宮

わ
か
み
や

譴
稲

糖
稲

稲
稲

稲
粘

稲
稲

稲斎
院

題斎
宮

堀
川
OAE

今
上

さ
い

ゐ
ん

斎
院

斎
院

識
斎

院
斎

院
離

斎
院

中
宮

斎
院

斎
院

入
道
富

入
道
宮

入
道
富

入
道
宮

朧
螂

入
道
宮

鮨
鮨

入
道
宮

鮨

斎
宮

斎
宮

斎
宮

稿
結

斎
宮

耐
縮

女
三
富

斎
宮

結

郷
!|の

大
臣

堀
川
大
臣

噸
tElllの

大
臣

鼎
||の

大
臣

期ロ リ
|し

EヽE
現
副
|1矩

郷
llの

大
臣

郷
|1院

堀
り
IIの

大
臣

堀
河
大
臣

‐
４一‐５一‐６‐̈
７

今
上

今
上

今
上

今
上

今
上

今
上

今
上

今
上

今
上

今
上

今
上

=宮
二
宮

―
宮

=宮
一

宮
―
官

二
宮

=富
稲

=宮
=宮

―
宮

―
品
宮

―
品
宮

―
品
宮

―
品
官

―
品
富

―
品
宮

―
品
宮

―
品
官

―
品
宮

―
品
宮

一
品
宮

―
品
富

中
宮

中
宮

中
宮

中
宮

中
宮

中
宮

中
富

中
富

皇
后
官

中
富

中
富

今
姫
君

掘
今
姫
君

今
姫
君

掘
今
姫
君

今
姫
君

掘
今
姫
君

今
姫
君

憮

姉
帰

姉
婦一

帰一
嬬

婦
帰

姉
嬬

嬬
帰

鵡
鵬

鵡
Wnl富

式
部
卿
官

鵡
鵬

鵡
雌

式
部
卿
喧

鵡
鵬

式
部
卿
富

式
部
卿
宮

式
部
卿
富

対
鵬

式
部
卿
宮

獄
吉
鵬

宰
相
中
将

後
式
部
卿
自

宰
相
中

1等

後
式
部
卿
富

宰
相
中
将

獄
吉
鵬
冽
曜
雪

報
中
11

獄
吉鵬

報
中
19

後
式
部
卿
自

宰
相
中
将

獄
鵬

宰
相
中
将

後
式
部
卿
富

報
中

1等

後
式
部
卿
富

報
中
11

後
式
部
卿
喧

つ陶 メ螺
:剛
則躍 雪

後
式
部
卿
富

宰
相
中
将

報
中
11

71E中
1等

野
男

子
男

子
男

子
男

子
男

子
男

子
男

子
男
子

男
子

男
子

男
子

ち
こ

嬌
嬌

姫
宮

鵬
嬌

姫
君

鮎
嬌

嬌
鮨

嬌
姫

君

[表
]『

狭
衣
系
図
』
所
載
人
物
一
覧

‖鯛
麟
踏
黎
羅
鮒
怨
鰐
急硫

朝
邸
即
躍
だら護

議
3え膨

[摘
し た。

イ

―ゆ寺―
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宮
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守
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将
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守
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将
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将
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守
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科
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月
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部
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1側
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曽
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政
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琳
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ニ
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E
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村
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紐
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期
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1菫‖ 剛曝

|_蝉
._.

|‐
讚

姫
宮

式
部
卿
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‖
り

|‖
曽
者 「

難
側
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条
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女
院

東
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上

嬌
女臨

嬌
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卿
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型
鴨
狐
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轟
留

割
 |

東
院
の
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 |
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卿
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式
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卿
上

1則
|‖
曽
者「

1測
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曽
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皇
太
后
宮
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雌

皇
太
后
官
概

太
政
大
臣

撫
―
条
院
女
院

東
院
上

東
院
上

一③

臣一言

嶽一知
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槻一縮
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榔一鵬
一③

榔一細
一③

機一朧
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状
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文
庫
Ｂ
本
以
下
の
三
本
で
補
わ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
後
の
三
本
は
、
前

の
九
本
に
対
し
て
増
補
系
本
文
で
あ
る
と
言
え
る
。
ま
ず
、
こ
の
三
つ
の

増
補
を
基
準
に
し
て
、
前
の
九
本
を
第

一
系
統
と
す
る
。
残
り
三
本
に
つ

い
て
は
、

［表
］
で
見
る
か
ぎ
り
際
だ
っ
た
差
異
が
な
い
。
た
だ
し
、
承

応
三
年
刊
本
に
は
、
前
節
で
述
べ
た
と
お
り
、
略
伝
部
分
に
一
華
堂
切
臨

に
よ
る
増
補
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、
写
本
と
は
区
別
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

こ
れ
を
考
慮
す
れ
ば
、
増
補
系
三
本
は
、
桃
園
文
庫
Ｂ
本
と
東
大
南
葵
文

庫
本
の
第
二
系
統
と
、
承
応
三
年
刊
本
の
第
二
系
統
に
分
け
る
こ
と
が
で

き
る
。

以
上
、
狭
衣
系
図
の
諸
本
は
、

第

一
系
統
＝
桃
園
文
庫
Ａ
本
、
慶
応
義
塾
大
学
本
、
今
治
市
河
野
美

術
館
本
、
彰
考
館
本
、
初
雁
文
庫
本
（
陽
明
文
庫
本
、

九
州
大
学
細
川
文
庫
本
、
桃
園
文
庫
Ｃ
本
、
天
理
大
学

本

桃
園
文
庫
Ａ
本

東
京
大
学
南
葵
文
庫
本

左
大
臣

∧
略
∨

少
将
　
∧
１
∨
母
降
姫
目

三
巻
に
賀
茂
の
つ
か
ひ
に
わ
た
り
し
人

か
た
ち
お
か
し
げ
な
り
と
あ
り

第
二
系
統
＝
桃
園
文
庫
Ｂ
本
、
東
京
大
学
南
葵
文
庫
本

第
二
系
統
＝
承
応
三
年
刊
本

の
三
系
統
に
分
類
で
き
る
。

『狭
衣
系
図
』
は
、
皇
統
や
摂
関
家
な
ど
、

家
系
ご
と
の
人
物
を
記
し
た
系
譜
と
、
ど
の
家
系
に
も
入
ら
な
い
人
々
と

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。　
一
つ
の
系
譜
を

一
系
と
数
え
、
ど
の
家
系
に
も
入

ら
な
い
人
々
を

一
人
と
数
え
る
と
、
各
系
統
の
特
徴
を
容
易
に
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
第

一
系
統
は
基
本
的
に
は
十

一
系
十
二
十

一

人
で
、
所
載
総
人
数
は
九
十

一
人
で
あ
る
。
第
二
系
統
と
第
二
系
統
は
十

二
系
十
二
十
二
人
で
、
総
人
数
は
九
十
五
人
で
あ
る
。

な
お
、
第

一
系
統
に
は
、
右
の
分
類
基
準
に
あ
て
は
ま
ら
な
い
増
補
修

正
が
認
め
ら
れ
る
伝
本
が
あ
る
。

［表
］
で
い
え
ば
、
九
州
大
学
細
川
文

庫
本
で
は
ハ
の
２４
ち
こ
が
ヽ
天
理
大
本
で
は
、
イ
の
１
故
院
、
口
の
６
前

斎
宮
が
、
そ
れ
ぞ
れ
補
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
二
の
３９
左
大
臣
～
４２
姫
君

の
親
子
兄
弟
関
係
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

天
理
大
学
本
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隋
一
一

一一 」
町
「
旧
個

一
巻
に
左
兵
衛
督
天
若
御
子
の
夜
さ
う

の
こ
と
ひ
き
し
人

三
巻
に
宰
稲
中
将

∧

１

∨
降

姫

唐

に

は

ひ

い

り

膨

人

＊
九
州
大
学
細
川
文
庫
本
と
桃
園
文
庫
Ｃ
本
、

天
理
大
学
本
以
外
の
第

一
系
統
本
は
右
に
同
じ

少
将
　
母
今
姫
君

∧
２
∨
Ｆ
医
籠
添
欺
瞑
酒
機
Ｐ
ｂ
わ
か
０
に

わ
た
め
ル
人

か
た
ち
を
か
し
け
な
り

姫
君
　
母
同

∧

略

ｖ

＊
第
二
。
第
二
系
統
本
と
、
九
州
大
学
細
川
文
庫
本

と
桃
園
文
庫
Ｃ
本
は
右
に
同
じ

一
巻
に
左
兵
衛
督
あ
め
わ
か
御
子
の
夜
さ

う
の
こ
と
ひ
き
じ
人

三
巻
に
宰
相
中
将

∧
１
∨
降
ｂ
聰
睡
区
に
は
ｂ
い
わ
厖
医

姫
君
　
∧
１
∨
母
卜
姫
着

∧

略

ｖ

第

一
系
統
本
は
、
上
段
の
よ
う
に
少
将
と
姫
君
を
左
大
臣
の
子
と
し
、
そ

の
母
を
今
姫
君
と
す
る
。
こ
れ
は
、
大
納
言
の
略
伝
の
二
重
傍
線
部
〈１
〉

「今
姫
君
に
は
ひ
い
り
し
人
」
に
矛
盾
す
る
。
そ
こ
で
、
第
二
系
統
本
は
、

中
段
の
よ
う
に
少
将
と
姫
君
を
大
納
言
の
子
と
す
る
。
第

一
系
統
の
九
州

大
学
細
川
文
庫
本
と
桃
園
文
庫
Ｃ
本
も
、
こ
れ
と
同
様
に
修
正
し
て
い
る

こ
と
に
注
意
し
た
い
。
ま
た
、
天
理
大
学
本
は
、
下
段
の
よ
う
に
少
将
を

左
大
臣
の
子
、
姫
君
を
大
納
言
の
子
と
し
、
第
二
系
統
と
は
違
う
形
で
訂

正
し
て
い
る

（Ｈ
）
。
以
上
、
九
州
大
学
細
川
文
庫
本
、
桃
園
文
庫
Ｃ
本
、

天
理
大
学
本
は
第

一
系
統
に
属
す
る
が
、
若
千
増
補
修
正
が
あ
る
本
と
い

え
る
。五

　

『狭
衣
下
組
』
に
お
け
る

「系
図
」

紹
巴
は
下
紐
の
序
文
の
中
で
、

『狭
衣
物
語
』
研
究
の
先
駆
的
存
在
と

し
て
、
三
条
西
実
隆
作
の

「系
図
」
を
あ
げ
る
。
も
し
、
こ
の

「
系
図
」

が
、
前
節
ま
で
に
整
理
し
た

『狭
衣
系
図
』
で
あ
る
な
ら
ば
、
下
紐
と
の

間
に
内
容
上
の
繋
が
り
が
見
い
だ
せ
る
は
ず
で
あ
る
。
両
者
の
関
係
に
つ

い
て
論
じ
た
い
。

下
紐
に
は

「
系
図
」
と
す
る
こ
と
ば
を
見
い
だ
す
。
ま
ず
、
二
つ
の

「系
図
」
の
例
を
検
討
す
る
。

Ｉ
一　
右
大
臣
　
当
春
宮
へ
と
也
系
図
湘
違
数∧

一
―
一
五
三
∨

（１２
）

例
Ｉ
は
、
娘
の
春
宮
へ
の
入
内
を
心
が
け
る
右
大
臣
に
関
す
る
注
で
あ
る
。

点
線
部

「系
図
」
は
何
を
さ
す
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、

「
相
違
欧
」
は
ど
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の
よ
う
な
意
味
な
の
か
。
も
し
、

「系
図
」
が

『狭
衣
系
図
』
の
意
味
で

あ
れ
ば
、
こ
の
内
容
と
関
連
す
る
記
述
が

『狭
衣
系
図
』
に
も
見
い
だ
せ

る
で
あ
ろ
う
。

『狭
衣
系
図
』
の
右
大
臣
の
項
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

右
大
臣征

魔
ど
後

一
条
の
院
の
御
位
の
時
ま
い
ら
せ
ん
と
あ
り
し
人
也

（承
応
三
年
刊
本
）

［表
］
の
ホ
に
も
あ
る
よ
う
に
、
桃
園
文
庫
Ｃ
本
と
天
理
大
学
本
以
外
の

第

一
系
統
本
は

「右
大
臣
」
を

「内
大
臣
」
と
す
る
。
こ
の
異
同
に
注
意

し
た
い
。
下
紐
は
、

「
内
大
臣
」
と
あ
る

『
狭
衣
系
図
』
を
参
照
し
、

「右
大
臣
」
に
正
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、

「系
図
相
違
歎
」
と
指
摘
し

て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
陽
明
文
庫
本
に
は
、

内
大
臣

御
む
す
め
後

一
条
院
御
く
ら
ゐ
の
時
参
ら
せ
ん
と
有
し
人

波
線
部
に
、

「内
大
臣
」
を

「
右
大
臣
」
に
訂
正
す
べ
き
こ
と
が
書
か
れ
、

「系
図
相
違
の
よ
し
抄
に
あ
り
」
と
み
え
る
。

「抄
」
は
下
紐
と
考
え
ら

れ
る
の
で

（１３
）
、
陽
明
文
庫
本
は
下
紐
の
右
大
臣
の
項
に
拠

っ
て
、
こ

の
指
摘
に
及
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
視
点
を
転
じ
れ
ば
、
例
Ｉ
の

「系
図
」
は

『狭
衣
系
図
』
を
指
す
こ
と
、
し
か
も
、
そ
れ
は
、

「右
大

臣
」
で
は
な
く
、

「
内
大
臣
」
と
あ
る
本
文
で
あ
っ
た
こ
と
が
い
え
る
で

あ
ろ
う
。

Ⅱ
一　
か
の
く
た
り
し

薯

肥
前
芋
か
論
と
在
之
系
図

に
は
熙
と

∧
二
・―
四
Ｖ

例
Ⅱ
は
狭
衣
の
乳
母

一
族
の
系
譜
で
あ
る
。
二
重
傍
線
部
は
、
乳
母
の

子
式
部
大
輔
道
成
が
肥
前
守
の
弟
と
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ、
の
肥
前

守
が

『系
図
』
に
な
い
、
と
解
釈
で
き
る
。
物
語
に
は
、

か
の
下
り
し
式
部
大
夫
は
、
肥
前
守
の
弟
ぞ
か
膨
。

（
『狭
衣
物
語
』
巻
二
）

（１４
）

と
あ
る
。
下
紐
が
参
照
し
た

『狭
衣
系
図
』
に
は
、

「
肥
前
守
」
が
記
載

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
物
語
に
登
場
す
る
人
物

を
網
羅
す
る
べ
く
、
こ
れ
を
補
お
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、

『
狭
衣
系
図
』
諸
本
で

「
肥
前
守
」
が
な
い
の
は
、
第

一
系
統
本
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
下
組
は

『狭
衣
系
図
』
第

一
系
統
本
に
拠
っ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。

以
上
の
二
つ
の

「系
図
」
の
例
は
、
下
紐
が

『狭
衣
系
図
』
を
参
照
し

て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
そ
の
本
文
は
第

一
系
統
で
、
か
つ
、

「
右
大
臣
」
を

「内
大
臣
」
と
す
る
本
文
に
限
定
で
き
る
。

エハ
　
『
狭
衣
下
紐
』
の

『狭
衣
系
図
』
利
用

下
紐
と
現
存
の

『狭
衣
系
図
』
と
は
た
し
か
に
関
係
が
あ
る
よ
う
で
あ

る
。
作
者
紹
巴
は
、

『
狭
衣
物
語
』
の
先
行
研
究
の
成
果
と
し
て
の

『狭
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衣
系
図
』
か
ら
、
可
能
な
か
ぎ
り
の
知
識
を
吸
収
し
よ
う
と
努
め
、
ま
た
、

こ
れ
を
も
と
に
、
狭
衣
研
究
の
深
化
を
図
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
次
に
、

下
紐
が

『狭
衣
系
図
』
か
ら
受
け
た
影
響
の
様
相
を
整
理
す
る
。

下
紐
に
は
、
登
場
人
物
の
相
互
の
関
係
を
示
す
十

一
の
系
図
が
記
載
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
典
拠
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

『
狭
衣
系
図
』

『狭
衣
下
紐
』

ピ

一　先帝一［〔［一

日

①鉾
れ
給
含
地
態
に
み
た
り

ビ
②か塾
３
録
一捲にみえな

』
ぺ
畔興
璧
晦
眸
帥
帥
熱麒をみえ琴

力
子

丁

∪
〈１
〉拭
部
卿
日
の
御
子
め
捧
る
ヽ
池

④
降
腫
陪
睦
ひ
と
つ
腹

〈２
〉今
姫
君
の
一
腹
宮
の
中
将
に
似
た
ね

宮
の
中
ド
に
限
に
り
に
時
的

〈３
〉拇
は
津
網
沖
将
り
子
を
名
界
逆
係
図

如
批
批
栂
は
鐙
盤
泥
公
の
妹
池

⑤
藤
慶
贈
Ｌ

置屏

６

鯉

勝

時

Ｌ

周

隆

腱

じ

フ
ヘ

⑥
堀
川
の
お
階
卜
の
出
防
に
成
的
に
陸
陪
睦
ｂ
み
胎
に

⑥
堀
河
殿
の
Ｊヒ
方
に
成
て
中
宮
う
み
給
へ
り

い
と
は
な
や
か
に
大
や
け
ル
Ｋ
も
て
な
ル
給
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懸
選
腱
描
醤
脇
賠
控
猛
浩
齢
額
撥
挿
密
Ｋ
愈
浮

に
活
昭
χ
廷
注
姿
脇
齢
把

　
　
　
　
　
∧
一―
壬
ハ
七
ｖ

上
段
に
下
紐
の
系
図
、
下
段
に

『狭
衣
系
図
』
か
ら
、
式
部
卿
宮

一
族
の

系
図
を
あ
げ
る

（１５
）
Ｏ
⑤
の
二
重
傍
線
部
が

一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
下

紐
の
系
図
の
典
拠
は

『狭
衣
系
図
』
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
た

だ
し
、
そ
の
ま
ま
利
用
し
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
し
た
い
。

『狭
衣
系
図
』
の
①
、
②
、
③
と
⑥
の
点
線
部
は
、
下
紐
で
は
省
略
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
④
は
点
線
部
〈１
〉と
〈３
〉が
下
紐
で
補
わ
れ
て
い
る
。

〈３
〉
に

「
母
は
宰
相
中
将
の
子
と
名
乗
故
系
図
如
此
」
と
あ
る
。
宰
相
中

将
と
男
子
を
系
線
で
結
び
、
両
者
が
親
子
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た

『狭
衣

『狭
衣
下
紐
』

〈１
〉
一　
宮
の
中
将
　
後
式
部
卿
御
子

Ｅ
生
〓

　

レ
■
し
ヽ
Ｄ
酔
印
■
士
り

〓
ｆ

一
ン
ヨ
ヽ
１
カ
Δ
口

ヽ

ヽ
′

〈２
こ
　
中
将

卜
り

∧
四
―
六

一
∨

の
ち
に
狭
衣
帝
の
后
と
な
る
宰
相
中
将
妹
に
関
す
る
説
明
で
あ
る
。
そ
れ

ぞ
れ
の
二
重
傍
線
部
の
一
致
か
ら
、
下
紐
が

『狭
衣
系
図
』
の
表
現
を
踏

ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
も
、
〈ｌ
Ｘ
２
〉と
繰
り
返
さ
れ
る
の
で
、

此
卸
昧

Э
旺

君
さ
衣

Э
卸
は

の
時

一
言
う
み
袷

ｒ
ｌ
ｌ
源
氏
宮

∧
略
∨

系
図
』
の
解
釈
に
対
し
、
下
紐
は
そ
の
説
を
受
け
入
れ
、
根
拠
を
加
え
た

の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
下
紐
は
、
関
連
す
る
記
述
を
波
線
部
の
よ
う
に
物

語
か
ら
抄
出
す
る
。
以
上
よ
り
、
下
紐
の
系
図
の
典
拠
は

『狭
衣
系
図
』

で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
物
語
を
理
解
す
る
た
め
に
、
こ
れ
を
積
極
的
に

利
用
し
て
い
る
こ
と
が
、
明
ら
か
に
な
る
。

次
に
、
下
紐
の
注
釈
本
文
に
み
ら
れ
る

『狭
衣
系
図
』
か
ら
の
影
響
に

つ
い
て
確
認
し
た
い
。

「狭
衣
系
図
』

藤
壺
后
也

さ
衣
の
卸
立
の
時

一
言
う
み
給
ふ

こ
の
表
現
が
下
紐
に
お
い
て
固
定
化
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

次
は
、
女
二
宮
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
る
。
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『狭
衣
下
紐
』

一
宮
は
斎
院
第
二
宮

〈１
〉御
門
母
后
も
取
分
か
な
し
ひ
給
也

〈２
〉あ
め
わ
か
御
子
の
下
し
夜
の
身
の
代
に
と
天
子
の
さ
衣

へ
と
思
召
を

〈３
〉源
氏
宮
に
心
深
給
ひ
て
う
け
ひ
き
給
は
て

〈４
Ｙ
」う
き
て
ん
の
か
い
ま
見
の
夜
見
奉
て
さ
衣
忍
よ
り
若

宮
を
う
み
給

〈５
〉御
母
わ
か
身
に
な
さ
せ
給
ひ
て
奏
し
給
ふ

〈６
〉此
御
歎
に
御
誕
生
の
七
日
め
に
后
か
く
れ
給
ふ
を

〈７
〉憂
事
に
お
ほ
し
て
御
病
に
こ
と
つ
け
て
御
く
し
お
ろ
し

給
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∧
一
―
一
〇
六
∨

対
応
す
る
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
、
〈１
〉か
ら
〈７
〉ま
で
の
番
号
を
付
し
た
。

下
紐
、

『狭
衣
系
図
』
と
も
、
物
語
の
巻

一
か
ら
巻
二
ま
で
に
相
当
す
る

女
二
宮
の
逸
話
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
か
な
り
長
文
だ
が
、
文
辞
は
ほ
ぼ

重
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
下
紐
の
記
述
は
、
作
者
が

『狭
衣
物
語
』

か
ら
直
接
抄
出
し
た
結
果
で
、
そ
れ
が
偶
然

『狭
衣
系
図
』
と

一
致
し
た

と
い
う
場
合
も
想
定
で
き
よ
う
。
だ
が
、
下
紐
は
こ
れ
で
一
項
目
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
下
紐
は
、
下
段
の

『狭
衣
系
図
』
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
た
と
考

『狭
衣
系
図
』

入
道
宮
　
”
言

女
二
宮
也

〈１
〉み
か
と
と
り
わ
き
か
な
し
く
し
給

〈２
〉天
若
御
子
く
た
り
給
し
さ
月
五
日
夜
大
将
の
身
の
し
ろ
に
給
は
せ
ん

と
嵯
峨
院
の
給
ふ

〈３
〉大
将
源
氏
の
宮
の
御
事
思
ひ
み
た
れ
て
心
に
も
入
給
は
さ
り
し
に

〈４
Ｙ
」う
き
殿
の
か
ひ
ま
み
の
夜
み
た
て
ま
つ
り
て
大
将
忍
ひ
参
り
て

若
宮
を
う
み
給

〈５
〉母
后
わ
か
御
身
に
な
し
て
そ
う
し
給
ひ
し
に

〈６
〉お
ほ
し
な
け
き
し
御
思
ひ
に
て
つ
ゐ
に
后
七
日
と
い
ふ
に
か
く
れ

さ
せ
給
へ
る
を

〈７
〉う
き
こ
と
に
お
ほ
し
て
御
病
に
こ
と
つ
け
て
御
く
し
お
ろ
し
給

え
ら
れ
る
。

『狭
衣
系
図
』
の
影
響
は
、
下
紐
の
注
釈
本
文
に
も
及
ん
で

い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

下
紐
は
、
登
場
人
物
の
経
歴
の
説
明
や
人
物
関
係
の
把
握
の
た
め
に
、

『
狭
衣
系
図
』
を
活
用
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

『狭
衣
系
図
』
は
、
紹

巴
の
知
識
の
源
泉
で
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
下
紐
に
お
け
る

第

一
の
基
礎
的
資
料
と
み
な
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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七
　
ま
と
め

下
紐
の
序
文
に
見
え
る

「系
図
」
に
つ
い
て
は
、
従
来
二
つ
の
説
が
唱

え
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
、
は
じ
め
に
述
べ
た
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
を
登
場

人
物
の
関
係
を
示
し
た

『狭
衣
系
図
』
で
あ
る
と
仮
定
し
、
下
紐
と
の
関

係
を
論
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
下
紐
が
こ
の

『狭
衣
系
図
』
を
注
釈
の

基
礎
知
識
と
し
て
多
様
に
用
い
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
の
こ
と
か

ら
判
断
し
て
、
序
文
の

「系
図
」
は
、
登
場
人
物
の
関
係
を
描
い
た

『狭

衣
系
図
』
で
あ
る
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
そ
う
な
る
と
、

『狭
衣
系
図
』
は
三
条
西
実
隆
作
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
現
存
す
る
写
本
に
実
隆
作
を
裏
付
け
る
よ
う
な

記
述
は
見
出
せ
な
い
。

『実
隆
公
記
』
に
は
、

春
日
局
有
状
、
膿
腰
厚
闘
写

同
狭
衣
本
可
進
之
由
武
命
云
々
、
際
図

床
陳
陸
じ
腸
隔
ド
降
陛
陛
匡
厚
麗
陛
匡
ビ
ｂ
出
段
ド
働
愚
本
雖
比
興
物

物
語
四
帖
進
上
之
、

［大
永
六

（
一
五
二
六
）
年
六
月
二
十
八
日
条
］

と
あ
る
。
こ
れ
が
、

「狭
衣
系
図
』
に
関
す
る
唯

一
の
言
及
で
あ
る
。
実

隆
は
系
図
の
存
在
を
認
め
て
お
ら
ず
、
こ
の
記
事
は
、

『狭
衣
系
図
』
の

作
者
が
実
隆
で
あ
る
と
い
う
根
拠
に
は
な
り
え
な
い

（１６
）
０

今
の
と
こ
ろ
、
実
隆
作
者
説
の
初
出
は
、
下
紐
の
序
文
と
考
え
ら
れ
る
。

系
図
実
隆
作
者
説
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
こ
れ
以
降
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
文
禄
三

（
一
五
九
四
）
年
成
立
の

『狭
衣
文
談
』
の
序
文
に

は
、

凡
此
物
語
は
源
氏
物
語
の
面
影
也
中
比

一
条
禅
閤
な
と
賞
ひ
給
は
ぬ

に
や
講
釈
な
と
も
絶
た
り
と
み
ゆ
然
れ
共
係
図
は
内
府
陰
障
院
階

―ヘ

睦
胚
ル
ｂ
に
わ
さ
れ
共
本
の
差
異
あ
る
敗
少
々
相
違
の
事
あ
り
旧
記

の
系
図
を
改
め
又

一
本
記
之
畢

（
『狭
衣
文
談
』
静
嘉
堂
文
庫
本
）

と
あ
る
。
ま
た
、
諸
本
の
書
誌
の
節
で
引
用
し
た

『狭
衣
系
図
』．
承
応
三

年
刊
本
の
一
華
堂
切
臨
の
識
語
に
も
、

斯
さ
こ
ろ
も
の
系
譜
は
西
三
條
逍
逢
院
入
道
尭
空
尊
者
の
御
作
云
々

尤
精
撰
な
る
へ
し

と
あ
る
。
実
隆
作
者
説
は
、
実
は
、
下
紐
に
よ
っ
て
定
着
し
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

現
在
通
説
の
よ
う
に
い
わ
れ
る

『狭
衣
系
図
』
実
隆
作
者
説
の
真
偽
を

問
う
つ
も
り
は
な
い
。
紹
巴
が
系
図
作
者
を
下
紐
の
序
文
の
中
で
断
言
し

た
、
と
い
う
こ
と
に
注
意
し
た
い
の
で
あ
る
。
紹
巴
は
、
下
紐
作
成
と
い

う
新
し
い
物
語
研
究
の
体
系
化
に
並
行
し
て
、
狭
衣
研
究
の
基
礎
的
な
形

式
を
固
め
る
こ
と
に
も
努
め
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

『狭
衣
系

図
』
は
、
紹
巴
が
整
え
た

『狭
衣
物
語
』
享
受
の
中
に
取
り
込
ま
れ
て
い

っ
た
要
素
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
も
、
狭

衣
下
紐
と

『
狭
衣
系
図
』
の
関
係
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

注（１
）

『狭
衣
下
紐
』
承
応
三
年
刊
本
よ
り
引
用
し
た
。
清
濁
は
、
原
本

に
し
た
が
っ
た
。
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（２
）

『群
書
解
題
』
第
十

（昭
和
三
十
五
年
）
物
語
部
四
六
二
頁

「
さ

ご
ろ
も
下
紐
」
の
項
よ
り
引
用
し
た
。

（３
）

『岩
波
講
座
日
本
文
学
』

（昭
和
八
年
）
の

「狭
衣
物
語
」
の
項

よ
り
引
用
し
た
。

（４
）

『桃
園
文
庫
目
録
』
に
、
江
戸
初
期
写
と
あ
る
。

（５
）
識
語
は
本
文
と
は
別
筆
で
あ
る
。
こ
の
本
の
行
間
に
は

「
打
官
氏

本
」
か
ら
と
す
る
書
き
込
み
が
二
十
数
箇
所
み
ら
れ
る
。

「打
官
氏

本
」
の
現
存
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
書
込
み
は
東
京
大
学
南
葵
文

庫
本
の
内
容
と

一
致
す
る
こ
と
に
留
意
し
た
い
。
な
お
、

「
打
ｔ
氏
」

は
、
江
戸
時
代
初
期
の
敦
賀
出
身
の
京
都
の
豪
商
の
打
官
氏
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
小
高
敏
郎
氏

『近
世
初
期
文
壇
の
研
究
』

（昭
和
三

十
九
年
十

一
月
明
治
書
院
）
、

『近
世
文
芸
資
料
１２
長
哺
子
全
集
１
』

の
解
説
に
詳
し
い
。

（６
）
西
下
経

一
氏
に
よ
る
中
田
剛
直
氏
蔵
本
の
新
写
本
。

「
是
時
、
戊

申
の
と
し
よ
し
た
政
寛
よ
り
得
之
処
な
り
山
親
藤
豊
」
、

「右

一
冊

中
田
剛
直
氏
秘
本
に
て
書
写
了
原
本
は
折
畳
本

一
巻
所
々
読
み
に
く

き
所
あ
り
／
昭
和
三
八
、
五
、
二
六
／
西
下
経

一
」
と
あ
る
。
原
本

を
見
る
ｔ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。
な
お
、

「中
田
剛
直
氏
蔵
本
目
録
」

（
『
国
文
学
研
究
資
料
館
調
査
報
告
』

一
）
に
は

『狭
衣
系
図
』
は

記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

（７
）
陽
明
文
庫
本
に
は
、
本
文
と
同
筆
の
訂
正
や
書
き
入
れ
が
散
見
で

き
る
。
こ
れ
ら
は
書
写
時
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
本
に
つ

い
て
触
れ
た
論
文
に
、
中
城
さ
と
子
氏

「近
衛
尚
嗣
筆

『
狭
衣
聞
書
』

に
つ
い
て
―
近
世
初
期
に
お
け
る

『狭
衣
物
語
』
享
受
の
一
断
面
―
」

（
『中
京
国
文
学
』
平
成
五
年
二
月
）
、
同
氏

「
近
世
初
期
に
お
け

る

『狭
衣
物
語
』
享
受
―
近
衛
尚
嗣
を
中
心
に
し
て
―
」

（
『論
集

源
氏
物
語
と
そ
の
前
後
４
』
平
成
五
年
新
典
社
）
が
あ
る
。

（
８
）

『桃
園
文
庫
目
録
』
に
、
江
戸
初
期
写
と
あ
る
。

（９
）
同
本
に
は
、
系
図
の
所
載
人
物
の
呼
称
、

『源
氏
物
語
』
の
巻
名

な
ど
が
書
か
れ
た
縦

一
五

。
四
糎
、
横

一
二
。
○
糎
の
紙
片
が
付
さ

れ
て
い
る
。

（１０
）

『桃
園
文
庫
目
録
』
に
、
江
戸
中
期
写
と
あ
る
。

（Ｈ
）
波
線
部
〈２
〉に
よ
る
と
少
将
は
賀
茂
の
使
い
を
つ
と
め
て
い
る
。

物
語
で
確
認
す
る
と
、

祭
り
の
日
の
こ
と
ど
も
な
ど
、
例
の
作
法
な
り
。
近
衛
づ
か
さ

い
瞳
は
医
政
伏
臣
ｂ
陶
瞬
り
少
ド
に
か
に
ド
権
伏
隔
信
ｂ
御
序

よ
。
い
と
若
く
う
つ
く
し
き
御
さ
ま
に
て
参
り
た
ま
へ
る
に

（
『狭
衣
物
語
』
巻
三
）

の
よ
う
に
、
少
将
が

「権
大
納
言
」
の
子
と
あ
る
。
こ
の
権
大
納
言

は

『狭
衣
系
図
』
の
左
大
臣
に
あ
た
る
。
と
す
る
と
、
第
二
系
統
の

解
釈
で
も
矛
盾
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
部
分
に
関
し
て
は
、

少
将
の
〈１
〉
「
母
今
姫
君
」
を
消
し
た
上
で
、
左
大
臣
の
子
と
し
、

姫
君
を
大
納
言
の
子
と
し
た
天
理
大
学
本
の
解
釈
が
適
当
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。

（‐２
）
考
察
の
際
に
は
、
作
成
時
に
も
っ
と
も
近
い
下
紐
本
文
を
用
い
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。
下
紐
諸
本
の
中
か
ら
、
紹
巴
初
稿
本
系
の
実
践
女
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子
大
中
臣
祐
範
本
を
使
用
す
る
こ
と
に
す
る
。
下
紐
諸
本
に
つ
い
て

は
、
拙
稿

「
『
狭
衣
下
紐
』
諸
本
考
」

（
『中
古
文
学
』
第
五
十
五

号
平
成
七
年
五
月
刊
行
予
定
）
に
お
い
て
論
じ
た
。
な
お
、
引
用
末

の
∧
　
∨
内
の
数
字
は
∧
巻
数
―
私
に
付
し
た
通
し
番
号
∨
。
以
下
、

こ
れ
に
同
じ
で
あ
る
。

（‐３
）
近
衛
尚
嗣
の

『狭
衣
聞
書
』
に
は

「此
抄
下
紐
之
作
者
不
審
Ｅ
〓
」

と
み
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
じ
く
尚
嗣
筆
で
あ
る

『狭
衣
系
図
』

陽
明
文
庫
本
の

「抄
」
も
下
紐
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

（‐４
）

『狭
衣
物
語
』
の
引
用
は
、
新
潮
古
典
集
成
に
よ
る
。
以
下
、
こ

れ
に
同
じ
で
あ
る
。

（‐５
）

『狭
衣
系
図
』
は
、
第

一
系
統
の
桃
園
文
庫
Ａ
本
か
ら
引
用
す
る
。

以
下
、
こ
れ
に
同
じ
で
あ
る
。

（‐６
）
引
用
の

『実
隆
公
記
』
は
、
将
軍
足
利
義
晴
の
要
請
に
応
じ
た
も

の
な
の
で
、
入
江
相
政
氏
が
前
掲
注

（３
）
論
文
で
ご
指
摘
の
よ
う

に
、
こ
の
あ
と
、
短
期
間
で
実
隆
が

『狭
衣
系
図
』
を
作
成
し
た
可

能
性
は
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
作
成
し
た
と
明
記
す
る
記
事
は
今

の
と
こ
ろ
見
出
せ
な
い
。

末
筆
な
が
ら
、
貴
重
な
資
料
の
閲
覧
を
お
許
し
い
た
だ
き
ま
し
た
各
図

書
館

。
文
庫
に
心
よ
り
篤
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（か
わ
さ
き

。
さ
ち
こ
　
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）
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